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農業科 学習指導案 

科目名 畜産 

使用教科書 実教出版 畜産 

単元名 第４章 家畜の飼育  ４ 肉牛の飼育 

単元の目標 

家畜の飼育や繁殖、飼料の給与や畜産物の商品化などとの関連から捉える学

習活動により、農業生産工程管理（GAP）や危害分析・重要管理点方式（HACCP）

などに基づく家畜の飼育と管理、その評価ができるようにする。 

単元の評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

家畜の飼育と管理・評価に

ついて理解し、関連する技

術を身に付けている。 

家畜の飼育と管理・評価に関

する課題を発見し、科学的な

根拠に基づいて創造的に解決

しようとしている。 

家畜の飼育と管理・評価につ

いて自ら学び、主体的かつ協

働的に取り組もうとしてい

る。 

指導と評価の計画（１１時間＋ペーパーテスト） 

時

間 
ねらい・学習活動 

重

点 

記

録 
備考（評価規準） 

１ 
世界の肉牛の頭数や肉牛の品種につい

て学ぶ。 知  
世界の牛の品種について調べ特徴を

理解できる。（ペーパーテスト） 

２ 
日本で飼育されている和牛の特徴につ

いて学ぶ。 
知 

主 
 

和牛の４品種の特徴を説明できる。 

（ペーパーテスト） 

３ 
よい肉用種牛（繁殖牛）の選び方におい

て肉牛改良の重要性を学ぶ。 知  
肉牛改良のポイントを理解し、説明

できる。（ペーパーテスト） 

４ 
肉牛審査標準について学ぶ。 

知  
審査のポイントを理解して説明でき

る。（ペーパーテスト） 

５ 
繁殖の分娩について学ぶ。 思 

表 
○ 

絵を描いて分娩の状態を説明できる。 

（記述） 

６ 

肉用牛の「登録」について学ぶ。 

知  

子牛登記、繁殖の基本、本原、高等

登録を説明できる。（ペーパーテス

ト） 

７ 
和牛の血統証の見方（和牛の三大祖）

について学ぶ。 
知 

主 
○ 

血統証から、三代祖を読み取ることが

できる。（記述） 

８ 
本県種雄牛（和牛の三大系統）について

学ぶ。 知  
気高、田尻、藤良系の３系統の特徴

を理解できる。（記述） 

９ 
和牛の育種価について学ぶ。 思 

主 
○ 

データを理解し、データを活用した考

察をすることができる。（記述） 

10 
和牛の検定について学ぶ。 

知  
後代、直接検定について説明すること

ができる。（記述） 

11 
肉牛の経営について学ぶ。 思 

判 
○ 

肉牛の経営について、科学的な根拠に

基づいた提案ができる。（記述） 

 

 

 

 

 



宮崎県立高鍋農業高等学校 

 

農業科（ 科目：畜産（肉用牛） ） 学習指導案 

 

                             指導者 指導教諭 佐藤 登士夫

            

１ 授業日時    

令和５年１１月２日（木） ３時間目 １１：００～１１：５０ 

２ 実施場所   

  本校 ２年畜産科学科教室 

３ 対象クラス  

  ２年 畜産科学科 （２３名） 

４ 本時の目標   

データの「分散」「標準偏差」を理解し、畜産経営のデータ分析に活用することで、よりよい改

善方法を考える。 

５ 学習指導過程（ ９ ／ １１時間 ） 

学習場面 学習活動 指導上の留意点 評価方法 

導入 

５分 

ClassroomのGoogleフォームにて

アンケートに答えて返信する。 

 

出席確認 

アンケートの実施 

（Googleフォーム） 

アンケートの集約・説明 

 

 

展開 

４０分 

育種価について理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平均」と「標準偏差」を理解す

る。（数学の復習） 

＊A 農家を例題として、取り上

げて考える。 

１、スプレットシートで、入力を

させ、グラフ化する。 

２、 計算をする。 

３、 本校の課題について検討す

る。 

４、県内のデータにおけるグラフ

を理解する。（正規分布） 

PowerPointを使用して、産肉形質

の説明をする。 

 

 

推定育種価の分布図を説明する 

 

 

 

 

 

 

 

 

Classroom にスプレットシートを

送付し、入力させる。 

 

気づいたことを記入させる。 

 

データを表示して説明する。 

 

 

思考・判断・

表現 

（ワークシ

ート） 

 

思考・判断・

表現 

（ワークシ

ート） 

 

 

 

 

 

思考・判断・

表現 

まとめ 

５分 

本時の振り返り（アンケート、自

己評価を含む）を行う。 

 

Googleフォームでアンケートを 

入力する。 

今後、課題研究やデータ分析に繋

げるように説明する。 

主体的に取

り組む態度 

 

＊教科横断における授業 

教科「農業」畜産 ⇔  数 学I     →   「農業」課題研究につなげる 
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６ 評価のめやす 

【思考・判断・表現】 

活 動 
Ａ（十分満足できる状

況） 

Ｂ（おおむね満足でき

る状況） 

Ｃ（努力を要する状

況） 

グラフを作成する。 グラフから経営に結

びつく考察をするこ

とができた。 

グラフから考察をす

ることができた。 

グラフの意味を理解

することができなか

った。 

 

【主体的に取り組む態度】 

活 動 
Ａ（十分満足できる状

況） 

Ｂ（おおむね満足でき

る状況） 

Ｃ（努力を要する状

況） 

本時の振り返り 

（Google フォームへ

の入力） 

本時の自分を振り返

り、課題研究や今後の

畜産経営に繋がる具

体的な提案や取り組

みの記述がある。 

本時の自分を振り返

り、課題研究や今後の

畜産経営に繋がる記

述がある。 

今後についての記述

がない。 

 


